
「 シク ラ メ ン の１ 年」

「 暑い地方でのシク ラ メ ン栽培」

「 栽培を する上での “苦労 ”や “やり がい ”」

「 栽培のき っ かけ」

　 シク ラ メ ンの苗は、 外注でメ ーカ ーさ んに 3、 4 か月管理し ても ら っ ています。 う ちの場合は種を

11 月下旬に蒔いても ら っ て、 苗になっ てこ っ ちに来るのが 3 月の中旬ぐ ら いですね。 来た苗は 3 号

ポッ ト に鉢上げを し ます。 それから 、 6 月上旬に 5 号鉢・ 6 号鉢に定植。 そし て本鉢に入れて夏の頃

から 手入れが始まっ て 9 月に入っ て、 枯葉取り と 葉組みを 並行し てやっ ていく んです。 葉組みと い

う のは、 株元に光が当たるよう に、 又放射線状に葉っ ぱを 外へ引っ 張っ て形を 整えていく 作業です。

10 月下旬の今はちょ う ど葉組みを やっ ています。 一鉢 5~ 6 分はかかるかな。 葉組みを し たと き が一

番綺麗ですよね。 時間がたつと 少し ずつ葉がばら けてし まう から 出荷までに 2 〜 3 回行っ ています。

そし て、 よう やく 出荷でき るのがだいたい 11 月下旬から 12 月中旬く ら いまでですね。

　 シク ラ メ ンっ てそも そも 涼し い所の方が栽培には向いているんですよ 。 産地も 関東地方と かが多

いです。 鹿児島だと 夏場が暑すぎる んですね。 暖かい鹿児島で栽培する には、 遮光と いっ て光を 少

し 遮る資材を 使いながら 夏場ち ょ っ と 涼し く し ています。 私の所には、 夏場の夜間だけ冷房を 使い

ます。 シク ラ メ ンの生育の適温が 20℃前後。 夏場は、 夜に冷房を 21℃く ら いにすると 、 シク ラ メ ン

が秋みたい生育し ます。 普通、 夏場は葉っ ぱが 10 枚く ら いし か出ないと すると 、 秋はその倍く ら い

増えるんです。 その様に冷房と 遮光を 組み合わせながら 鹿児島でも 素直に生育でき てる なと 思いま

す。

　 大変なこ と は、 やっ ぱり 台風が一番心配なんですよ 。 ハウスと か施設が被害を 受ける 可能性があ

るし 、温室の管理と かね。 でも 、大変さ より も 、と にかく 良いも のを 作り たいっ ていう のが第一かな。

やっ ぱり 、 買っ てく れた人が満足し なかっ たら も う アウト だと 思っ てます。 シク ラ メ ンを 買われる

方っ て「 正月にシク ラ メ ンを 飾っ ておき たい」 っ ていう 方が多いんですよ 。 上手に管理する と 4 月

〜 5 月頃まで咲き 続けます。

　 自分が目標にし ている花の佇まいと いいますか、 シク ラ メ ン の形の理想があっ て、 それに向かっ

て作業するから 仕事は楽し いですね。 まあ、 常にう まく いく わけでも ないですけどね。「 その理想に

少し でも 近づけるよう に」 っ て思いながら やっ てるんです。

　 元々、 実家は葉たばこ を 作っ ていたので、 子ども の頃は家の手伝いを さ せら れまし たね。 大学は

農学部を 卒業し て、 就農する時に隙間産業じ ゃ ないけど、 県内で生産者も 少ないし 、 市場でも 高値

で流通し ていると いう のを 知っ ていたので、 やる なら シク ラ メ ン に決めていまし た。 当時シク ラ メ

ン は鹿児島では生産者・ 生産量共に少なく 、 始めた頃は花のこ と も、 栽培のこ と も 全く 分から ず、

いろ んな生産者の所へ視察に行っ ていまし た。 特に福岡の生産者の所へ多い時は週に一回は行っ て

いまし た。 最初は見様見真似っ て感じ でし たね。 今、 シク ラ メ ン歴は四十年です。 それと アジサイ

と ガーベラ の三種類作っ ている と こ ろ です。 シク ラ メ ン は 5 号鉢・ 6 号鉢合わせて 9,000 鉢ぐ ら い、

アジサイ が年によ っ て違う けど 5 号鉢で 3,000~ 4,000 鉢ぐ ら い、 ガーベラ は 4 号鉢で 1 万 6,000 鉢ぐ

ら いあり ますね。
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